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オーダーメイド研修と委託研究制度のご紹介

　
　当所は技術相談、依頼試験等、様々な技術支援

メニューで、企業の皆様の技術的課題解決のお手

伝いをしています。今回はその中で中小企業研究

者育成研修（オーダーメイド研修）と受託研究を

ご紹介します。

○　中小企業研究者育成研修

　中小企業で働く皆様のご要望にオーダーメイド

でお応えできるように今年度から研修方法を変更

いたしました。当所の研究室にお越しいただき職

員から個別に研修を受けられるものですが、従来

は研修期間が１ヶ月単位でその期間に集中して行

わなければいけない、同時に複数の研修生を受け

入れられない等の不便がありました。今年度から

は１年間を最長とする期間内で自由に回数、日程

を設定でき、複数研修生の受入れも可能としまし

た。これにより企業での本来業務のスケジュール

に合わせて自由に研修日程を組むことができるよ

うになりました。研修内容、料金等を当所職員と

お打合わせのうえお申込みください。

○　受託研究（委託研究）

　企業における技術課題を解決するため、企業か

らの委託により研究開発をお引受けします。製品

の品質管理で課題が多岐に亘り総合的な検討が必

要な場合、製造工程の改善で新技術が必要な場合

や新製品開発を考えているが開発に必要な設備が

ない、技術の蓄積がない等の場合に、当所にお任

せください。研究内容について相談のうえ、金額、

委託期間等をご提示させて頂きます。研究期間は

２ヶ月以上１年以内です。さらに継続して研究委

託される場合は、年度ごとに更新の手続きをお願

い致します。継続は最長３年です。

　いずれの制度も当所の得意分野と企業様のご要

望とのマッチングが大事ですので、まずは当所の

代表電話、代表メールでご相談ください。なお、

当所のホームページに新たに紹介映像を掲載いた

しました（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/

ｐｒ/ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ．ｈｔｍｌ）。当所の得意分野も紹介さ

れていますので、ぜひご覧ください。

紹介映像の一場面

（主幹　ものづくり基盤技術支援　大岡　千洋）
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　基板材料に耐食性、耐熱性、耐薬品性等の機能

を持たせたい場合、基板上をコーティングして表

面に機能性皮膜を導入する方法は、有力な解決手

段の一つとなります。この際、無機あるいは有機

の単独皮膜よりも、有機と無機の良い性質を合わ

せ持つ有機－無機複合皮膜を活用できれば、より

幅広い機能を実現できます。有機－無機複合皮膜

を簡便に作製する方法として化学溶液法が知られ

ています。本手法では、皮膜の源となる前駆体溶

液を調製し、この溶液を基板上に塗付することに

より、無機酸化物薄膜が容易に作製できます。特

に、２００�以下の低温条件下でも皮膜が得られる

という特徴があります。これを活かし、前駆体溶

液に樹脂を加えて用いれば、樹脂が燃焼すること

なく皮膜中に残存し、しかも樹脂と無機成分が均

一に混合した複合皮膜を作製できます。

　実用的な方法として、無機成分がシリカの場合、

溶媒であるエタノールに樹脂を溶解し、ここにシ

リカ源であるテトラエトキシシラン（ＴＥＯＳ）と

水および触媒として酸を加えて加水分解すること

により、前駆体溶液を調製します。これを基板上

に塗付して乾燥することにより、樹脂－シリカ複

合皮膜が作製できます。重要なのは、透明かつ緻

密な複合皮膜を得るためには、均一で安定な前駆

体溶液を調製することが必要不可欠であるという

点です。このために前駆体溶液に加えることがで

きる樹脂としては、エタノール等のアルコール溶

媒に完全に溶解することが必須となります。しか

し、汎用樹脂においては、ポリメチルメタクリ

レート（ＰＭＭＡ）のように、エタノールに溶解し

ないものが多くあります。そこで本研究では、改

善策として適切なシランカップリング剤を活用し

たＰＭＭＡ－シリカ複合皮膜の作製法を開発しまし

た。ＰＭＭＡは透明性が高く、樹脂の中では比較

的硬度も高いことに加え、切削性が良好なことか

ら、光学材料分野等において広く利用されていま

す。ＰＭＭＡをシリカと複合化し、ＰＭＭＡ皮膜よ

り硬度や材料基板上における密着性を向上できれ

ば、有力な複合皮膜となりえます。しかし、エタ

ノールを溶媒としたＴＥＯＳによる前駆体溶液に

ＰＭＭＡを加えても均一な溶液になりません。そ

のために、エタノールの代わりにＰＭＭＡの良溶

媒である酢酸エチルを使用しました。この場合、

ＴＥＯＳを用いると溶液がゲル化しました。そこで、

適切な有機官能基を有するシランカップリング剤

を利用すれば、酢酸エチル溶媒との相溶性が高ま

ると考え、様々なシランカップリング剤を調べま

した。その結果、アセトキシ基を有するシラン

カップリング剤を用いると、ＰＭＭＡを含む均一

で安定な前駆体溶液が得られ、さらにこの溶液に

より、ガラス基板上に透明で均一なＰＭＭＡ－シリ

カ複合皮膜を作製することができました。得られ

た皮膜の表面は、図１に示すＳＥＭ像から、緻密で

欠陥がないことを確認しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　 ５�

図１　ＰＭＭＡ－シリカ複合皮膜の表面状態

　複合皮膜の鉛筆硬度は、ＰＭＭＡ皮膜がＨである

のに対して８Ｈと大きく向上しました。また、粘

着テープによるピーリング試験の結果、ＰＭＭＡ

皮膜は剥離しましたが、複合皮膜は全くはがれず、

密着性が高いことを確認しました。

　本研究にご興味のある方はお気軽にお問い合わ

せください。

（表面技術研究室　柘植　弘安）
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研究紹介 シランカップリング剤を活用した樹脂－シリカ複合皮膜の作製
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　昨今の厳しい経済状況の中で中小製造業が活路
を見出すには、保有する技術のさらなる高付加価
値化が必要となります。そのための方策として、
開発技術に対して特許を取得することがあげられ
ます。国においては、知的財産を活用し、産業の
国際競争力を高め、経済を活性化する目的で、
２００２年７月に「知的財産戦略大綱」が基本方針と
して決定されました。地方自治体においても、知
的財産の活用を推進し始めている状況にあります。
　名古屋市工業研究所では、当所が保有する技術
シーズを企業に活用していただくことを目的とし
て、各種の研究成果を特許出願しております。以
下の表は、名古屋市工業研究所が単独で保有する

特許権と出願公開中の発明一覧です。
新製品開発・新規事業創出をお考えの際には、是
非ご検討いただければ幸いです。なお特許実施に
あたっては個別の契約が必要となります。また、
特許取得を視野に入れて、当所と共同で研究開発
の実施を検討されている方も、まずはお気軽にご
連絡ください。
　
　発明内容の詳細については
　 名古屋市工業研究所 工業所有権一覧
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/ｒｅｓｕｌｔｓ/ｉｎｖｅｎｔｉｏｎ．ｈｔｍ
をご覧ください。
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技術紹介 工業研究所の特許活用のご案内

特許権
特許番号発 明 の 名 称

３５４３０６４
没食子酸から誘導される長鎖アルコキ
シ基を有するフェノール系酸化防止剤
組成物

３６１９８９９
ピロガロールから誘導される長鎖アル
コキシ基を有するフェノール系酸化防
止剤組成物

３７６５１０１ポリカーボナートの製造方法

３８４５６９２側鎖にアミンを有するポリフェナザシ
リン化合物

３８７４２７４ケラチンブレンドポリマー
３８８３１１６ポリ乳酸組成物

３９２８７９９皮膜中の分散材の分布制御を可能にす
る電磁攪拌による分散めっき法

４０９００５５

ジベンゾジシラアゼピン系重合体、そ
の製造方法、それを利用した蛍光材料
及びそれを利用した電子素子、並びに
ジベンゾジシラアゾシン系重合体、そ
の製造方法、それを利用した蛍光材料
及びそれを利用した電子素子

４２４０３７３ポリ乳酸系樹脂組成物及びその製造方
法

４２９２３９１プラスチックの分別方法及びプラス
チック分別装置

４３９５５９３ジベンゾアゼピン系重合体
４４０３２３７相溶性測定方法
４４５７１９５セルロース系繊維板の製造方法
４４９６３３７α－アルミナバルク体の製造方法
４５２４３５２防食剤及び防食剤の製造方法

４５６０５９１結果を実現する準最短動作順を探索す
る方法

４５６０５９２蛍光顔料及びそれを含有する蛍光性樹
脂

４５７６５１１めっき用水系防錆コート剤及びその製
造方法

４５９９４９９
含フッ素アルキルジエステル化合物、
含フッ素アルキルエステルアミド化合
物及びそれらを含有するゲル化剤

４６１７４２４
スピロオルソエステル、ジスピロオル
ソエステル、それらの合成法、及びそれ
らの重合物

出願中の職務発明
出願番号発 明 の 名 称
特願

２００６－２３３０８１活性炭製造方法

特願
２００６－２９８７０８ジベンズアゼピン共重合体

特願
２００７－０６４１８１ポリ乳酸樹脂組成物及びその製造方法

特願
２００７－６５９９５

多分岐オリゴエチレンオキシド誘導体
及びその製造方法

特願
２００７－０６８１７４蛍光性樹脂組成物及びその製造方法

特願
２００７－２１９２６０

撥水性材料、それを用いた撥水膜形成
方法、及び撥水性塗料組成物

特願
２００７－２１９２６７

フルオロアルキル基修飾金属酸化物
チューブとその製造方法、およびそれ
を用いた撥水性被膜被覆物

特願
２００７－３２２９３２

ポリ乳酸用造核剤及びポリ乳酸樹脂組
成物

特願
２００８－００２８５７

水系ジルコニウム防食剤、それを用い
た金属の防食方法及び水系ジルコニウ
ム防食剤の製造方法

特願
２００８－０５７１３５

側鎖にエポキシ基を持つフェナザシリ
ン系重合体

特願
２００８－１５５０８６

ビスフェナザシリン化合物、ビスフェ
ナザシリン化合物の製造方法、ビス
フェナザシリン化合物を用いた有機薄
膜トランジスタ

特願
２００８－１５５０８０

フェナザシリン系重合体および当該
フェナザシリン系重合体を用いた有機
薄膜トランジスタ

特願
２００８－２０７５３２

六方晶系窒化ホウ素焼結体の製造方法
及び六方晶系窒化ホウ素焼結体

特願
２００８－２６９６１４

内部アルキン含有樹脂を用いたひずみ
センサ

特願
２００８－３１９１２９

ポリ乳酸系樹脂組成物及びその製造方
法

特願
２０１０－０４９８２１

酸化チタン／層状複水酸化物複合体及
びその製造方法

特願
２００９－２７５２０４

吸水ゲルを用いた六価クロム含有廃水
の処理方法



お知らせ 当所職員が賞・研究助成を受けました
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平成２３年度中部公設試験研究機関研究者表

彰を受けて

　この度、平成２３年度中部公設試験研究機関研究

者表彰として、筆者の「有機化合物の自己組織化

を応用した機能材料の開発」が中部科学技術セン

ター会長賞［研究功績者］に選定されるという光

栄を賜りました。この場をお借りし、関係各位に

お礼を申し上げるとともに、以下に研究の概要を

ご紹介いたします。ある種の有機化合物は、水素

結合などの分子間相互作用により自己組織化し、

特定の機能を発現する材料になります。近年、こ

のような化合物の自己組織化を応用して機能性ナ

ノ材料やナノデバイスを大量生産する試みが行わ

れています。しかし、分子間相互作用による自己

組織化は、わずかな成分、温度、濃度などの環境

に大きく左右されるため制御が容易ではなく、応

用範囲はごく一部にとどまっています。筆者は、

有機化合物の自己組織化を利用して、①高性能低

分子ゲル化剤の開発、②簡易な超撥水化手法の開

発、③選択的吸着能を有する機能材料の開発、の

主に３テーマについて研究を行ってきました。今

後は、これらの研究を応用して環境に配慮した高

性能・高品質な「ものづくり」に貢献したいと考

えております。

（資源循環研究室　中野　万敬）
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平成２３年度内藤科学技術振興財団研究助成

を受けて

　内藤科学技術振興財団は、愛知県内における科

学技術の振興と地域産業の発展に寄与することを

目的に昭和６３年にリンナイ株式会社代表取締役会

長　内藤明人氏により設立された財団であり、大

学や公設試験研究機関等に対する研究助成を行っ

ています。平成２３年度も研究助成があり、筆者の

「連続向流泡沫分離法による希薄溶液からの希少

金属の選択的分離濃縮回収に関する研究」が選定

される幸運に恵まれました。同財団ならびに関係

者の皆様にお礼申し上げます。

　近年、資源の有効利用の見地から排水・廃液中

の希少金属や貴金属の分離回収方法がいろいろと

検討されています。しかし多くの場合、対象とな

る元素濃度が希薄なため、分離回収が困難であり、

採算性が確保できないようです。当所では、簡便

な手法の資源回収方法として泡沫分離法を用いた

金属の選択的分離回収を提案し、研究開発を行っ

ています。従来の泡沫分離法とは異なり、泡沫相

にフィード溶液（金属溶液）ならびに界面活性剤

溶液を直接導入することで、対象金属の回収率な

らびに夾雑物との分離度を同時に向上させること

が可能となります。この方法を“連続向流泡沫分

離法”と命名して、特許を名古屋大学と共に取得

しました。（特許第４５００９１０号「泡沫分離法およ

び泡沫分離装置」）　

　これまで仕込み液の清澄化という前処理プロセ

スの印象が強かった泡沫分離法ですが、我々の提

案により主分離プロセスとなりうる可能性が出て

きました。

（材料応用化学研究室　木下　武彦）
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